
平成 30 年度　 決 　算　 の　 概　 要
（単位：千円）

太宰府市 72,168 面 積 職 員 数 うち技能労務職 教育公務員 計

 Ⅱ － 3  71,790 29.60 ｋ㎡ （人） 316 6 3 319

決算額 決算額

市　税 8,272,588 人　件　費 2,899,474 歳入総額 A 3,403,144 3,122,392

地方譲与税 156,813 1,923,408 24,480,570 9,123,617 99,426

利子割交付金 13,897 扶　助　費 6,504,482 歳出総額 B 949,210 1,799,030

配当割交付金 30,881 公　債　費 2,763,104 23,542,223 13,475,971 5,020,848

株式等譲渡所得割交付金 28,304 2,622,923 C 8,614,058

地方消費税交付金 1,161,822 140,181 A－B 938,347 8,273,759 14,819,640

ゴルフ場利用税交付金 5,132 0 翌年度へ繰り D 8,188,822 23,433,698

特別地方消費税交付金 0 12,167,060 越すべき財源 300,259 99.0 1.74

自動車取得税交付金 59,565 物　件　費 3,280,608 実 質 収 支 E

軽油引取税交付金 0 維持補修費 80,904 C－D 638,088 10,564,184 義務的経費 51.7

地方特例交付金 58,055 補助費等 2,652,629 単年度収支 F 7,161,040 　人　件　費 12.3

地方交付税 3,799,571 1,062,146 44,429 0.68 　公　債　費 11.7

内 普通交付税 3,403,144 積　立　金 677,019 積　立　金 G 投資的経費 8.8

特別交付税 396,427 投資及び出資金.貸付金 103,878 301,079 5.6 普通建設事業費 7.9

訳 震災復興特別交付税 0 繰　出　金 2,507,341 繰上償還金 H 12.2 うち単独事業費 5.0

13,586,628 前年度繰上充用金 0 198,553 28 年 1.2 失業対策事業費 0.0

交通安全対策特別交付金 15,747 投資的経費 2,072,784 積立金取崩し額 I 29 年 0.7 その他 39.5

分担金及び負担金 417,559 52,421 172,321 30 年 1.0

使　用　料 145,846 1,862,649 実質単年度収支 J 28－30平均 0.9 892,803

手　数　料 246,621 補助事業費 680,070 F+G+H-I 371,740 0

国庫支出金 4,657,245 単独事業費 1,178,396 歳出決算倍率（倍） 4.7 899,435

0 県営事業負担金等 4,183 1.75 101.6 715,103

県支出金 1,810,071 210,135 経常一般財源等収入 13,687,266 91.3(98.1) 50,181

財産収入 66,197 0 12,738,056 うち人件費 18.8(20.2) 515,012

寄　附　金 72,351 23,542,223 経常経費充当一般財源 12,492,670 うち公債費 12.8(13.8) 小計 3,072,534

繰　入　金 609,861

繰　越　金 621,258 収益事業収入 －

諸　収　入 354,176 標準財政規模に対する割合(％) 0 －

地　方　債 1,877,010 基準財政需要に対する割合(％) 0.9

0 －

949,210 自主財源 10,806,457 －

24,480,570 依存財源 13,674,113 －
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資金不足比率(下水道事業)

　収入から除いたもの。

健全化判断比率等

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率(再掲)

将来負担比率

資金不足比率(水道事業)（注5）※本表は決算統計に基づく処理を行っているため、決算書と不一致の場合有。

（注4）経常収支比率の( )は、減収補てん債特例分及び臨時財政対策債を経常一般財源等

（注3）比率の欄は小数点第２位を四捨五入し、倍率の欄は小数点第３位を四捨五入する。

（注2）経常一般財源比率＝経常一般財源等収入／標準財政規模

（注1）公債費負担比率＝(13表32行11列)/｛(13表38行11列)+(13表40行11列)｝


